
  

 

  社 
楽 

神
奈
川
県
立
川
崎
図
書
館 

が
所
蔵
す
る 

全
国
有
数
の
〈
社
史
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉
を 

さ
ら
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、 

社
史
の
使
い
方
や
、
社
史
の
楽
し
さ
、 

社
史
情
報
な
ど
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。 
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社
史
は
地
域
の
歴
史
を
知
る
の
に
も
、
た
い
へ

ん
役
に
立
つ
資
料
で
す
。
今
回
は
そ
の
一
例
を
、

地
元
・
川
崎
駅
東
口
の
百
貨
店
・
商
業
施
設
で
紹

介
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

○ 

今
年
五
月
末
で
、
川
崎
駅
東
口
の
百
貨
店
・
さ

い
か
屋
川
崎
店
が
開
業
し
て
か
ら
５
９
年
間
で

閉
店
し
ま
し
た
（
現
在
は
場
所
を
変
え
規
模
を
縮

小
し
て
営
業
中
）。 

 

さ
い
か
屋
の
歴
史
を
社
史
で
調
べ
て
み
ま
し

ょ
う
。
さ
い
か
屋
の
社
名
は
、
和
歌
山
県
和
歌
山

市
に
ル
ー
ツ
が
あ
り
ま
す
。
戦
国
時
代
に
は
鉄
砲

の
雑
賀
（
さ
い
か
）
党
と
し
て
知
ら
れ
、
盟
主
の

雑
賀
孫
市
は
織
田
信
長
と
も
戦
い
ま
し
た
。 

 

ＳＨＡ 

ＲＡＫＵ 

川
崎
駅
東
口
百
貨
店
物
語 

 

こ
の
雑
賀
党
の
流
れ
を
く
む
岡
本
傳
兵
衛

が
、
明
治
初
期
に
横
須
賀
で
雑
賀
屋
呉
服
屋
を

開
業
し
て
、
１
９
２
９
年
に
商
号
を
「
さ
い
か

屋
」
と
し
、
や
が
て
デ
パ
ー
ト
と
し
て
発
展
し

て
い
き
ま
す
。 

 
 

 

川
崎
さ
い
か
屋
（
当
時
の
正
式
名
称
）
の
開

業
は
１
９
５
６
年
で
す
。
将
来
性
の
あ
る
川
崎

へ
の
進
出
を
考
え
て
い
た
さ
い
か
屋
は
、
そ
れ

ま
で
川
崎
鶴
見
臨
港
バ
ス
が
所
有
し
て
い
た
川

崎
駅
東
口
の
バ
ス
置
場
を
移
転
す
る
話
を
聞

き
、
そ
の
跡
地
に
進
出
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
交
渉
に
あ
た
っ
て
は
、
味
の
素
株
式
会
社

の
会
長
・
鈴
木
三
郎
助
氏
（
三
代
目
）
の
斡
旋

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

１
９
５
５
年
４
月
３
０
日
に
建
設
会
社
の
担

当
者
が
川
崎
市
役
所
で
建
設
許
可
書
を
受
け
取

り
ま
す
が
、
そ
の
日
の
朝
、
さ
い
か
屋
の
社
長

は
富
士
の
霊
峰
の
夢
を
見
て
い
た
こ
と
が
後
の

語
り
草
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

『
株
式
会
社
横
須
賀
さ
い
か
屋
社
史
』（
１
９
６

４
年
刊
）
お
よ
び
『
株
式
会
社
さ
い
か
屋
小
史
』

（
１
９
９
２
年
刊
）
か
ら
要
約
し
ま
し
た
。 

（
裏
面
に
つ
づ
く
） 

 
△５月末のさいか屋川崎店 



 （
表
面
か
ら
続
く
） 

○ 
戦
前
か
ら
川
崎
で
呉
服
・
衣
料
品
を
扱
っ
て
き

た
岡
田
屋
は
、
１
９
５
５
年
に
大
改
築
を
し
て
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
４
階
建
て
の
新
店
舗
を
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。（
現
在
の
川
崎
モ
ア
ー
ズ
の
建
物

と
は
異
な
り
ま
す
）
。 

そ
の
翌
年
に
は
屋
上
に
「
こ
ど
も
動
物
園
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
動
物
園
で
は
、
オ
サ
ル
列

車
が
走
り
、
ペ
ン
ギ
ン
、
ラ
イ
オ
ン
、
ク
マ
、
チ

ン
パ
ン
ジ
ー
な
ど
の
生
後
一
年
未
満
の
動
物
ば
か

り
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。 

子
象
を
屋
上
ま
で
連
れ
て
い
く
た
め
に
係
員
が

一
日
が
か
り
で
階
段
を
登
ら
せ
た
り
、
ク
マ
が
ト

ラ
の
尻
尾
を
食
い
ち
ぎ
っ
て
死
な
せ
た
り
、
飛
べ

な
い
と
思
っ
て
い
た
ク
ジ
ャ
ク
が
隣
の
ビ
ル
ま
で

滑
空
す
る
な
ど
、
多
く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
。 

 

こ
の
頃
の
岡
田
屋
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を

次
々
に
開
催
し
「
ア
イ
デ
ア
商
法
の
岡
田
屋
」「
岡

田
屋
流 

奇
襲
戦
法
」
と
呼
ば
れ
た
そ
う
で
す
。「
家

電
・
交
換
販
売
」
「
４
０
円
商
品
券
の
開
発
」
「
ユ

カ
タ
で
ダ
ッ
ト
サ
ン
を
当
て
よ
う
」「
１
円
玉
回
収

運
動
」「
入
場
料
１
０
円
、
お
楽
し
み
く
じ
が
毎
日

３
０
０
枚
」
な
ど
、
当
時
、
企
画
さ
れ
た
数
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
が
『
岡
田
屋
創
業
者
と
百
年
の
歩
み
』   

●お問い合わせ先 神奈川県立川崎図書館 科学情報課 

210-0011 川崎市川崎区富士見２－１－４ 

電話：044-233-4537 ＦＡＸ：044-210-1146 

http://www.klnet.pref.kanagawa.jp/kawasaki/index.html 

 

（
１
９
９
０
年
刊
）
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

同
書
に
は
、
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
人
材
開
発

法
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
提
案
箱
の
設
置
、
ア
イ
デ

ア
案
出
訓
練
グ
ル
ー
プ
の
結
成
、
社
外
か
ら
の
ア

イ
デ
ア
募
集
な
ど
の
ほ
か
「
岡
田
屋
の
ア
イ
デ
ア

を
生
み
出
す
た
め
の
責
任
分
担
組
織
表
」
も
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。 

○ 

川
崎
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
２
０
０
３
年
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
川
崎
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
誕
生
ま
で
を
記
し
た

『
川
崎
駅
北
口
地
区
第
３
西
街
区
再
開
発
事
業

史
』（
２
０
０
４
年
刊
）
に
よ
る
と
、
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の

名
前
に
は
４
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
る
そ
う
で

す
。
「
多
面
的
な
魅
力
を
も
つ
四
角
い
ビ
ル
」
「
Ｄ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
・
さ
い
こ
ろ
＝
遊
ぶ
楽
し
さ
の
象
徴
」「
日

本
語
の
大
好
き
（
だ
い
す
き
）
を
連
想
」「
Ａ
Ｚ
Ａ

Ｒ
Ｅ
Ａ
、
Ｂ
Ｅ
、
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ａ
に
次
ぐ
新
し
い
川

崎
名
所
、
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
で
す
。
最
後
の
項
目
を
補

足
す
る
と
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
順
と
い
う
意
味
で
す
。
ち

な
み
に
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ａ
は
地
下
街
、
Ｂ
Ｅ
は
現
在

の
ア
ト
レ
川
崎
、
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ａ
は
映
画
館
等
の
施

設
で
す
。
何
と
な
く
語
感
が
似
て
い
る
川
崎
大
師

は
関
係
が
な
い
よ
う
で
す
。 （

科
学
情
報
課
・
高
田
）  

「社史ができるまで講演会」 

当館では、社史編さんの過程などを担当された方に話していただく「社史ができるまで講演

会」を催しています。とくに社史を作成される方にとって、他社のすぐれた社史編纂の経緯を

聞くのは、たいへん参考になると好評です。講師の方のご都合を優先しているので不定期の開

催です。なお、講師の立候補やご紹介も大歓迎です。 

次回は 7月 30日に『医学書院の 70年』を取り上げます。詳細は 6月下旬頃、当館のホーム

ページ等にて。社史フェア 2015（6/24-27）の会場でも応募を受け付ける予定です。 


